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【
多
摩
西

部
・
書
記
・

渡
邉
宏
規
通

信
員
】
多
摩

西
部
支
部
で

は
4
月
15
日

に
あ
き
る
野

ル
ピ
ア
に
て

第
53
回
支
部

定
期
大
会

を
、
総
勢
1

6
5
人
の
参

加
で
開
催
し

ま
し
た
。

挨
拶
に
立

っ
た
檜
山
剛
志
委
員
長
は
、
支
部

結
成
50
周
年
を
迎
え
た
昨
年
の
組

合
員
の
拡
大
の
取
り
組
み
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
成
功
に
対
す
る
奮
闘
を

称
え
、
昨
年
の
成
功
を
足
掛
か
り

に
諸
要
求
実
現
の
た
め
に
連
続
し

た
組
織
増
勢
を
勝
ち
取
ろ
う
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。

午
後
は
、
5
分
科
会
に
分
か
れ

て
議
論
が
行
な
わ
れ
、
全
提
案
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
と
し
て
、
提
案
型
の
発
言
や

運
動
の
進
捗
具
合
に
対
す
る
質
疑

が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
一
人
一
人

が
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
檜
山
剛
志
。
副
委
員
長

・
鴇
崎
実
、
渡
邉
孝
一
、
木
下
一

成
、
森
川
伸
一
。
副
委
員
長
待
遇

・
鶴
岡
誠
一
。
書
記
長
・
清
水
政

廣
。
書
記
次
長
・
大
房
孝
朗
、
小

笠
原
一
樹
、
佐
藤
英
紀
。

【
西
多
摩
・
書
記
・
濱
徹
通
信

員
】
西
多
摩
支
部
の
第
50
回
支
部

大
会
は
4
月
8
日
・
9
日
に
伊
香

保
の
ホ
テ
ル
福
一
で
行
な
い
、
1

5
5
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

全
体
会
の
経
験
報
告
で
は
、
青

梅
5
分
会
か
ら
昨
年
の
土
建
フ
ェ

ス
の
作
業
着
コ
ン
テ
ス
ト
で
分
会

の
若
手
を
優
勝
さ
せ
る
た
め
に
分

会
で
声
掛
け
を
す
す
め
た
経
験
、

瑞
穂
2
分
会
か
ら
は
分
会
独
自
で

児
童
館
で
の
工
作
教
室
を
成
功
さ

せ
た
経
験
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
の
合
意
を
め
ざ
し
た

分
会
の
組
織
再
編
が
提
起
さ
れ
、

分
散
会
で
は
大
き
な
討
論
テ
ー
マ

と
な
り
ま
し
た
。
後
継
者
育
成
で

は
、
全
体
会
で
福
生
4
分
会
か
ら

役
員
不
足
の
原
因
は
群
3
役
学
習

会
の
質
の
低
下
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
た
他
、
分
散
会

で
は
各
分
会
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
・
討
論
の
結

果
、
運
動
方
針
と
予
算
案
を
拍
手

で
採
択
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
。
委
員

長
・
山
口
知
之
。
副
委
員
長
・
秋

本
晴
夫
、
田
村
一
明
、
髙
山
勝
宏
、

宮
崎
透
。
書
記
長
・
式
場
徳
昭
。

書
記
次
長
・
市
川
耕
平
、
濱
徹
、

森
田
真
行
。

冒頭あいさつする檜山委員長（多摩西部）

【
江
戸
川

・
書
記
・
安

在
勇
通
信

員
】
4
月
8

日
、
支
部
会

館
で
第
67
回

江
戸
川
支
部

定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
、

2
4
2
人
が

参
加
し
ま
し

た
。最

初
に
、

成
田
委
員
長

よ
り
、
「
人

の
育
つ
明
る
い
建
設
産
業
」
を
目

指
そ
う
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
分
会
か
ら
の
特
別
報
告
で

は
7
年
ぶ
り
に
年
間
拡
大
目
標
を

達
成
し
た
松
本
分
会
か
ら
、
な
か

な
か
達
成
で
き
な
く
て
悩
ん
で
い

た
が
、
今
ま
で
動
き
続
き
け
た
こ

と
に
よ
り
、
組
合
員
の
内
情
が
分

か
り
、達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
き
ら
め
ず
目
標
に
向
か
っ
て
動

く
こ
と
が
大
事
だ
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

午
後
は
4
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
討
論
し
ま
し
た
。
財
政
分
科

会
で
は
、
群
会
議
に
参
加
し
な
い

組
合
員
に
対
し
、
参
加
を
支
部
で

強
く
促
し
て
欲
し
い
な
ど
、
活
発

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
、
委
員

長
・
成
田
洋
一
。
副
委
員
長
・
山

﨑
清
、
遠
藤
喜
世
志
、
堀
川
昭
義
、

金
子
和
夫
、
木
城
幸
二
、
津
端
英

男
。
書
記
長
・
江
成
道
宏
。
書
記

次
長
・
中
村
安
彦
、
釜
谷
邦
朗
。

全体会で発表する代議員（江戸川）

【
府
中
国
立
・
書
記
・
佐
藤
瑞

樹
通
信
員
】府
中
国
立
支
部
で
は
、

4
月
8
日
、
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
に

て
、
第
72
回
支
部
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。代
議
員
1
3
7
人
、

来
賓
10
人
の
出
席
で
し
た
。

は
じ
め
に
石
村
委
員
長
か
ら
、

昨
年
度
の
府
中
国
立
支
部
の
劇
的

な
仲
間
づ
く
り
活
動
の
話
と
建
設

業
従
事
者
が
抱
え
る
問
題
点
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
こ
そ

若
手
・
後
継
者
が
集
う
仲
間
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
い
う
話
に
代
議

員
も
そ
の
通
り
だ
と
い
う
同
意
を

示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮
澤
書

記
長
か
ら
、
前
年
度
の
活
動
報
告

を
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
府
中

国
立
支
部
の
組
合
員
が
活
動
の
先

頭
に
立
ち
、
運
動
を
引
っ
張
っ
て

き
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
宮
澤
和
也
。
副
委
員
長
・
加

賀
谷
伸
、
高
橋
利
夫
、
甲
田
直
己
、

小
島
成
彦
、
松
本
勇
一
。
書
記
長

・
畠
山
京
子
。
書
記
次
長
・
世
並

佳
史
、
水
川
克
治
。

【
江
東
・
書
記
・
後
藤
哲
哉
通

信
員
】
江
東
支
部
第
63
回
定
期
大

会
を
4
月
8
日
に
、
会
場
の
都
合

で
初
め
て
支
部
会
館
で
開
催
、
来

賓
含
め
1
2
1
人
が
参
加
し
ま
し

た
。基

調
報
告
で
は
、
こ
の
間
の
運

動
の
到
達
を
確
認
し
、
し
っ
か
り

と
総
括
を
行
な
い
、
今
後
の
支
部

や
建
設
産
業
の
発
展
、
私
た
ち
の

要
求
実
現
に
向
け
支
部
全
体
が
団

結
す
る
場
と
し
て
い
こ
う
と
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

分
会
経
験
報
告
で
は
、
「
組
織

の
再
建
に
向
け
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
分
会
運
営
の
取
り
組
み
方
と
考

え
方
」に
つ
い
て
小
名
木
分
会
が
、

「
住
宅
デ
ー
の
会
場
変
更
で
ピ
ン

チ
に
な
っ
た
が
、
逆
に
新
た
な
参

加
者
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
た
」
経
験
を
事
業
所
分
会
が
報

告
し
ま
し
た
。
質
疑
で
は
平
和
運

動
や
公
契
約
条
例
制
定
に
関
す
る

質
問
な
ど
活
発
に
討
論
さ
れ
ま
し

た
。
分
科
会
の
後
、
2
0
1
7
年

度
経
過
お
よ
び
2
0
1
8
年
度
の

方
針
を
採
択
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
大
木
栄
一
。
副
委
員
長

・
佐
伯
克
利
、
名
越
秀
和
、
花
岡

康
雄
、
野
田
智
文
。
書
記
長
・
大

勝
友
二
。
書
記
次
長
・
内
藤
昇
、

後
藤
哲
哉
、
村
瀬
健
一
郎
。

表彰状を渡す石村委員長（府中国立）

【
小
金
井
国
分
寺
・
書
記
・
小

嶋
和
俊
通
信
員
】
小
金
井
国
分
寺

支
部
は
、
記
念
す
べ
き
第
50
回
定

期
大
会
を
、
4
月
15
日
に
国
分
寺

労
政
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

1
3
0
0
人
支
部
を
早
期
に
回

復
す
る
た
め
、
1
％
実
増
を
や
り

き
る
こ
と
、
こ
の
間
の
財
政
健
全

化
方
針
の
成
果
で
、
組
合
費
の
引

き
上
げ
を
せ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
、

組
織
再
編
計
画
を
立
て
、
青
年
・

後
継
者
層
が
群
会
議
に
参
加
し
、

組
合
へ
結
集
す
る
支
部
を
目
指
す

こ
と
な
ど
の
新
年
度
方
針
を
提
案

し
、
「
青
年
部
の
メ
ー
デ
ー
デ
コ

に
感
謝
し
て
い
る
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、
支
部
50
年
の
歴
史
に
基

づ
く
新
年
度
方
針
を
、
全
体
の
拍

手
で
確
認
し
ま
し
た
。
20
代
の
新

加
入
者
や
初
め
て
大
会
に
参
加
し

た
代
議
員
な
ど
、
進
め
て
き
た
組

織
強
化
の
成
果
が
表
れ
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

新
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。
委
員
長
・
鯉
淵
勝
也
。
副

委
員
長
・
古
谷
文
夫
、
南
雲
正
博
、

渡
邉
信
義
、
朝
倉
法
明
。
書
記
長

・
南
哲
司
。
書
記
次
長
・
小
嶋
和

俊
、
坪
野
幹
。

【
墨
田
・
書
記
・
長

妻
伸
治
通
信
員
】
4
月

8
日
に
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル

に
て
、
第
60
回
定
期
大

会
を
開
催
、
来
賓
7
人

を
含
む
1
1
4
人
が
参

加
し
、
本
会
議
と
8
つ

の
分
散
会
で
大
会
議
案

を
討
議
し
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、
各
専

門
部
の
議
案
討
議
の
他

に
①
「
墨
田
支
部
が
取

り
組
む
地
域
活
動
」
②

「
分
会
・
群
の
現
状
と

課
題
、
こ
れ
か
ら
の
組

織
の
あ
り
か
た
」
を
共
通
テ
ー
マ

と
し
て
活
発
に
議
論
。
「
ハ
ン
マ

ー
ズ
の
日
頃
の
訓
練
が
無
け
れ

ば
、
実
際
に
は
活
用
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
」、「
レ
ク
を
や
る
と
、

と
て
も
人
が
集
ま
る
と
感
じ
る
。

そ
う
い
っ
た
場
で
活
動
を
周
知
し

て
い
き
た
い
」
、
「
組
合
は
楽
し

い
と
こ
ろ
だ
と
、
ど
の
よ
う
に
若

年
層
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
が

課
題
だ
。
今
や
っ
て
い
る
行
事
の

中
で
そ
れ
を
伝
え
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

新
4
役
は
、
次
の
皆
さ
ん
。
委

員
長
・
浅
見
英
夫
。
副
委
員
長
・

佐
久
間
輝
雄
、
藤
川
善
清
、
福
井

寿
英
、
小
島
明
。
書
記
長
・
栗
橋

宏
。
書
記
次
長
・
出
雲
洋
行
、
鈴

木
和
幸
、
長
妻
伸
治
。

分散会で討論する墨田の仲間

求

人

多
摩
西
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
西
ブ
ロ
ッ
ク
多
摩
西
部
、
西
多
摩

小
金
井
国
分
寺
、府
中
国
立

劇的仲間づくり
新委員長に宮澤さん

発言は提案型で
問題意識を共有して

５０
年
迎
え
前
進
を

小金井
国分寺

組
織
再
編
が
討
論
に

府
中

国
立

２０
代
新
加
入
者
も
参
加

西多摩

１
泊
大
会
に
１
５
５
人
参
加

多
摩

西
部

ハ
ン
マ
ー
ズ
で
議
論

墨 田

若
年
層
へ
ア
ピ
ー
ル
課
題

江東ブロック江東ブロック

人の育つ産業を

墨田、江東、江戸川

分
会
の
経
験
を
交
流

松本分会が特別報告

江 東

平
和
、公
契
約
で
質
問
も

江
戸
川


